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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和7年2月3日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

〇学びの質の向上 ①基礎学力不足の生徒に対す
る補習や適時・適切な課題を
課す。
②一人一人の生徒の状況に応
じた基本的学習習慣の確立さ
せる指導を行う。
③学習の成果を発揮できよう
日常的な学習指導をおこな
う。

A

〇学習環境の整備と学習意欲の
向上

①課題等の提出期限を守らせるため
の個々の生徒に対する指導を重ね
る。
②第1学年、第2学年の各教科におい
てICT機器を推進する。
③英語検定・漢字検定等の各種検定
取得の奨励と、そのための補習等の
日程調整および業務調整する。
④新校開校に向けて施設等の改修計
画を検討する。

B

〇基本的生活習慣の確立と規範
意識の向上

①家庭との連絡を密にするととも
に、教員間での情報共有と共通理解
に基づく指導を行う。
②挨拶の励行と言葉遣いの日常的指
導を実践する。
③部活動に参加できている生徒たち
へ最後までやり通すための声掛けを
おこなう。
④SC・SSWの活用、及び状況に応じ
た地域自治体との連携を図る。

A

〇進路意識の向上と進路実現 ①適時に個人面談を行い、主体的な
進路選択の支援を行う。
②『９限目の教室』による地域との
連携強化と、進路選択の幅を拡張す
る必要がある。
③各種検査結果の活用と進路学習や
進路講演会等、進路行事の計画的で
効果的に行う。
④JSTの活用。

A

〇教育活動の積極的な情報発信 ①本校の教育活動に関するHPへの掲
載回数を昨年度以上に行う。
②学校行事への関心を高めるため、
保護者及び地域の方々への情報を発
信する。
③生徒及び保護者が参加できる地域
行事について、情報を収集し参加を
奨励する。

A

〇募集人員の確保 ①本校HP上での、本校の教育活動に
ついての公開と情報を発信する。
②職員の負担軽減を図りながら、学
校説明会の実施や外部の説明会へ参
加する。 B

令 和６ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ－ト （ 県 立　越 生 高 等 学 校 ）

目指す学校像 生徒一人一人の長所を伸ばし、社会で活躍できる「人財」の育成を目指す学校
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１主体的な学びによる基礎学力の充実と専門的な能力の向上

２豊かな心と自主的・自立的な態度の育成および進路意識の向上による進路希望の実現

３保護者や地域と連携した安心・安全な開かれた学校づくり

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　    5名
　　　　　　生徒　　　　    8名
　　　　　　事務局(教職員)　5名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（令和7年1月31日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

1

【現状】
・全体的には学習環境、学習態度ともに良好で
あるが、ごく一部の生徒に学習意欲の面での課
題がある。
・欠点を取らせないための事前指導を重点を置
いた指導により、自発的な学習に繋げられつつ
ある。
・ICT活用、タブレット端末の本格的な運用等に
関する校内体制づくりのため、情報管理部を新
設し効果的な使用について検討を開始できた。
【課題】
・様々な問題を抱えた生徒の個々に合わせた教
科指導を心掛け、徹底した基礎的・基本的学習
内容の定着に粘り強く取り組ませていく必要が
ある。
・欠点を取らせないようにするための補習体制
の構築と業務調整をする必要がある。
・ICT機器が授業に取り入れられているが、使用
度合いを高める必要がある。
・学年や教科の連携を図り、検定試験に取り組
みやすい日程調整や補習体制を構築し、職員の
負担を軽減を図る必要がある。

①②学習内容を理解できる生徒が増え
たか。
①②ICT機器の使用機会が増えたか。
③アンケート結果に生徒の学習習慣の
確立が見られるか。

①②88％の生徒が、授業内容を理解できるようになったと回答している。
①②ICT機器の使用等を含めて「わかりやすい授業」が行われている。
②一人一人の学習習慣の確立のために、ICT機器を使用し工夫した指導を行って
いるが、より効果的な活用については課題がある。
③生徒の学習習慣の確立は、生徒・保護者アンケート結果から若干の改善がみら
れるが、教員アンケートから20％程度、悪化している。
③家庭学習時間は、80％の生徒が日常的に30分以下である。

・ICT機器の使用は有効であるが、高校ではタブ
レット購入費用が家庭負担であることが問題で
す。義務教育諸学校は、市町村が整備している
ので、貸与の対応をしている。
・補習が長期休業中等に行われているが、今後
も継続して取り組んでもらいたい。
・家庭学習は、適切な量の課題を出して学習時
間を増やす取り組みが必要である。やる生徒は
やるが、全くやらない生徒もいるのではない
か。2極分化してしまう危惧がある。
・学習習慣の確立のためには、明確な目標（英
語検定等）を生徒が持てる指導が必要である。
・学校で課題を終わらせたり、補習を受けてい
る生徒もいるので、家庭学習習慣の確立が大切
である。
・ICT機器を使用して、AIドリルなどをやると、
学習履歴や理解度がわかるので導入を検討する
必要がある。
・検定取得に向けて、生徒個々人の希望と授業
での呼びかけは必要である。さらにチャレンジ
する生徒が増えることを期待している。
・新校開校に向けて、多くの課題があります
が、広報も含めて円滑に進めてもらいたい。

①課題等の提出期限が守られて提出で
きたか。
②アンケート結果により学習指導等で
ICT機器活用ができたか。
③各種検定試験に取り組む生徒数が増
加したか。
④新校開校に向けた施設等の計画案が
作成できたか。

①学習習慣の確立のために課題を適切な量を適切な時期に課し、丁寧な指導によ
り提出期限が守れつつある。
①生徒一人ひとりに合わせた補習等が受けられている。
②徐々にではあるがICT機器の活用により効率的で効果的な指導ができつつあ
る。
③各種検定にチャレンジする生徒が15％超増加した。
③観点別評価に取り組む教員が増加し、Classroomを活用した指導ができてい
た。
④新校開校に向けた「越生・鳩山新校準備委員会」を、県教育委員会等と計画的
に開催し、順調にすすんでいる。
④新校のHR棟と管理棟、白梅館の改修工事計画について財務課、営繕課、設備
課、請負業者との協議を順調にすすめられている。
④新校のビジョンの策定に基づく、教育課程の編成、新制服選定等を順調にすす
められている。

・生徒が意欲的に学習に取り組めるよう、「わかり
やすい授業」づくりに継続して取り組む必要があ
る。
・ICT機器活用について、研修機会の確保や情報提
供を更に行う必要がある。
・曜日による授業の偏りを解消し、バランスよく授
業をはいすることができた。
・「生徒の意欲的な取り組みができていない」と評
価している教員の割合が増加していることから、さ
らなる学習習慣の確立に取り組む必要がある。
・様々な課題を抱えた生徒の対する指導において、
「欠点」を取らせないための事前指導を継続して行
う必要がある。
・丁寧な指導を徹底することによる教員の負担を
ICT機器やアプリケーション等を活用しながら軽減
する必要がある。
・家庭学習時間を増やすために適切な時期に適切な
量の課題を課す必要がある。
・各種検定にチャレンジする生徒が17％増加してき
たが、さらに検定取得を推奨する必要がある。
・授業や校務でICT機器の活用を推進する必要があ
る。
・新校開校に向けた準備を計画的かつ効率的に進め
る必要がある。
・次年度以降も感染症予防に取り組んでいく必要が
ある。

・基本的生活習慣が確立しつつあることは、大
変好ましい状況で、今後も丁寧な指導を継続し
てもらいたい。
・今後も、外部機関と連携して適切な対応をし
てもらいたい。
・生徒の「居場所づくり」のため、越生町内に
も「子ども食堂」があるので、必要があれば利
用をしてもらいたい。
・図書館の機能に「第三の居場所」としての機
能を付加できた取組は、今後も継続してもらい
たい。
・図書館でのイベントは、生徒が楽しく参加で
きている。生徒が作成したPRポスターはとても
素晴らしい。
・各種進路ガイダンスは、非常に有効である。
普通科と美術科で進路希望が違うことから、
別々に行ってもよいのではないか。
・進学のためのお金に関する情報は必要で、奨
学金説明会の開催はありがたい。今後も継続し
て説明会を行ってもらいたい。
・進学を考えているのであれば、待っているの
ではなく、自分で進学先を見学する必要があ
る。
・各種検査データを生徒も学校も活用して、適
切な進路決定ができるようにしてもらいたい。
・生徒は、早く進路の方向性を家庭で話をし
て、決められる良い。

3

【現状】
・生徒の作品を展示してもらえる地域施設との連携
等、美術科の活動を中心に広報活動の推進は図れた
が、HPによる学校情報の発信がまだ不十分である。
・渉外部を通し、PTAとは適宜情報交換することがで
きている。
・学校説明会は、感染防止の観点から時程や説明内容
の工夫を行ったが、募集人員確保は厳しい状況であ
る。
【課題】
・本校HPについては、更新頻度と早期掲載を意識し、
学校案内の充実を図らなければならない。
・生徒募集活動として、地域の中学校・大学との交流
事業等も検討していく必要がある。
・学校行事で地域の方々とのふれあいや地域の公共施
設での作品展示など、「実際に見てもらう」機会をつ
くることで保護者・地域との連携を強化する。
・学校説明会は昨年度同様の回数を維持しつつ内容の
改善と告知のHPへの早期掲載に努める必要がある。

①HPへの掲載回数が昨年度以上にでき
たか。
②③保護者や地域から理解と協力を得
ることができたか。
③ボランティア活動へ参加する生徒が
増加したか。

①本校のHP掲載件数が増加し、掲載内容が充実してきている。
②保健体育の授業で本校近隣の一般道を使用した「ロードレース大会」の練習や
大会についてPTAの方や地域の方々の協力を得て実施できた。
②③「第3の居場所」の取り組みに地域の方々の協力を得られている。
③地域の行事やフェスティバルに生徒がボランティアで例年通り参加できた。

・本校生徒のボランティア参加者を増やし、生徒の
自己有用感を高める必要がある。
・教員の生徒募集や他の業務の見直しを行い、削減
をはかる対策が必要である。
・PTA活動の充実とともに、本校教育活動の広報を
リンクさせた取組を検討する必要がある。
・本校生徒の活躍できる機会や参加人数を増やす必
要がある。
・近隣の中学校に加え、さらに多くの中学校に本校
の良さを周知する必要がある。
・本校教育活動を地域の方々や中学生に知ってもら
う機会を職員の負担に配慮しつつ、学校説明会や公
開授業を充実させる必要がある。

・校外での生徒の活動は、地域の方から喜ばれ
ているので、今後も取り組んでもらいたい。
・学校説明会で生徒の出番があるのは良いこと
なので、今後も継続してもらいたい。
・本校の良さをよく理解されていなので、教育
活動の広報活動を充実させてもらいたい。
・SNSを使用した学校情報の発信を検討してもら
いたい。
・「新校」になる機会は、本校に対するイメー
ジを変えていくチャンスとして捉えて、広報活
動を進めてもらいたい。

①HP更新回数を増やしつつ、様々なメ
ディア使用を検討できたか。
①地域施設等を活用して本校の教育活
動情報を発信できたか。
②学校説明会等を計画的かつ効果的に
実施できたか。
②校務のICT化を図り、職員の負担軽減
を図る。

①新たな本校教育活動の広報メディアの検討ができなかった。
①例年通り、公民館や近隣中学校に生徒作品を展示できた。
②地域の施設を使用した説明会を実施し、生徒による説明をしたことで参加者に
は本校の良さをよく伝えられた。
②学校説明会は例年通りの回数であったが、個別相談などで丁寧な説明できる機
会を設けた。
②中学校訪問を近隣の中学校を含めて83校訪問し、本校の良さを広報できた。

①②自己理解ができ、自らの将来像を
イメージさせる指導ができたか。
③④生徒自身が主体的に進路について
考察できた具現化できたか等、アン
ケート結果に表れたか。

①各学年で生徒の成長に合わせた、各種ガイダンスを実施し、生徒の進路意識の
向上に貢献している。
①家庭で進路に関して相談する生徒が3％増加し、進路意識が高まっている。
②「9限目の教室」（総合的な探究の時間）を地域の協力を得て実施し、生徒の
進路選択の幅が広がってきている。
③生徒、教員ともに、各種検査結果の有効活用に課題がある。
④進路指導部とJSTが連携して、面接指導や求人開拓等に取り組み、進路実現に
貢献している。

2

【現状】
・大多数の生徒が落ち着いた学校生活を送って
おり、基本的生活習慣が身についている。
・きめ細かな進路指導により、多くの生徒が希
望する分野に進路を決めている一方で、自己理
解が不十分のため適切な進路選択ができていな
い生徒もいる。
【課題】
・特定の生徒が欠席や遅刻を繰り返している状
況がある。精神的な課題を抱えている生徒に適
切な支援をすることが喫緊の課題である。
・進学先や就職先の情報を自主的に収集・分析
できる能力を身に付けさせる必要がある。

①欠席、遅刻、早退数は減少したか。
②日常生活の中で積極的に挨拶し、良
好な人間関係を作れているか。
③④人間関係を構築するスキルを身に
つけることができているか。アンケー
ト結果に生徒の自己肯定感の向上が見
られるか。

①欠席、遅刻をしないで登校できている生徒が5％増加し、基本的生活習慣が確
立されつつある。
②授業規律は、大多数の生徒は守れているが、少数ではあるが守れていない生徒
がいる。
③部活動に参加している生徒の割合は、昨年度とほぼ同じであるが、登録人数は
12名増加した。
④SC,SSWの配置が浸透し、80％の生徒が充実していると考えている。
④越生町社会福祉協議会やボランティアの協力を得て、「第3の居場所づくり」
に取り組み、生徒支援が今まで以上に充実してきている。

・基本的生活習慣を更に確立するための指導を、あ
らゆる教育活動の場面で推進する必要がある。
・部活動の統廃合が進んでいるが、積極的参加を促
す必要がある。
・メンタル面や家庭環境等に関する相談件数が多数
あったことを踏まえて、更なる外部機関との連携が
必要である。
・社会規範（挨拶等）を身に付けられ、良好な人間
関係を構築できるよう、人間性を高める指導が必要
である。
・人間関係のトラブルが多いことから、全ての教育
活動をとおして、粘り強い指導が必要である。
・生徒の「居場所」として本校が機能するための環
境整備に取り組む必要がある。
・生徒自身が自己理解に基づいた主体的な進路選択
ができるように、各種検査結果の活用を指導する必
要がある。
・面接指導や各種検査結果の活用により、生徒の自
己肯定感を培う取組が必要である。


